
 

複言語マイスタープログラムについて 
 

 
 

多様な「知」と「人材」の国際的結集をめざす九州大学の中で、文学部は言語の多

様性をいかした専門教育を行い、多言語・多文化の共生をめざしてきました。こうし

た経験をいかして、複言語マイスタープログラムを 2025 年 4 月から新たに導入し、

ドイツ語において実施します。 
複言語主義に基づく外国語の新しい履修制度です。 
そもそも複言語主義とは何でしょうか。一つの地域や社会に多言語が並存する状況

は、世界中で加速度的に増えています。日本もその例外ではありません。そうした中

で、複数の言語で意思疎通をはかる能力が各個人に求められています。個々人の中に

複数のコミュニケーション言語があることを推進する理念、それが「複言語主義」

Plurilingualism です。 
世界の外国語学習に目を向けると、複言語能力を重視する教育が増えています。多

様な言語と文化の豊かさを尊重し、相互理解を推進することは、偏見と差別の撤廃に

通じるからです。特定の言語のみを重視する単一言語主義では、世界の複雑で多様な

問題に対応できません。世界は新たな異文化理解に気づいています。 
もっとも、日本はこうした世界の趨勢にかなり遅れているようです。近年、日本社

会においても、さまざまな言語・文化の背景を持つ人々が急増しました。そのため日

本でも、国内外における多様な言語・文化を真に理解する人材が求められています。

新学習指導要領で強調されている「コミュニケーション」もこうした要求を踏まえて

理解しなければなりません。 
とはいえ、日本の初等中等教育では、実質的に英語しか学べない状況です。高等教

育でも複数言語を学ぶ教育環境は、十分ではありません。それは、端的に言えば、文

化の多様性を積極的に受け入れる機会の欠如を意味します。世界の外国語教育におい

て、日本のように英語一辺倒の外国語教育は決して当たり前ではありません。 
九州大学は多様な「知」と「人材」の国際的な結集に基づく「総合知」をめざして

います。つまり、多様な視点から物事を理解する態度、「他者」に開かれた学びが重

視されているのです。このプログラムは、単なる外国語学習の課程ではありません。

多言語世界である文学部は、英語教育を重視しながらも、複言語主義を通じて骨太の

「総合知」をめざします。それは、真の異文化理解、平和教育の実践なのです。 
 
◎複言語マイスタープログラムの履修方法と修了証書 
  プログラムの履修を希望する文学部の学生（ただし、ドイツ語を母語とする学生

及び独文学専門分野の学生を除く。）は、学務課（人文担当）へ履修方法を問い合

わせてください。 
修了要件を満たした学生には、卒業時に、複言語マイスタープログラム修了証書

が授与されます。 


